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は
じ
め
に

　

本
稿
は
︑
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
注
釈
書
︑

現
代
日
本
語
へ
の
訳
書
︵
以
下
︑﹁
現
代
語
訳
﹂
と
呼
ぶ
︶︑
そ
し
て
梗
概
書
の
類
い
を
能
う

限
り
ひ
ろ
い
上
げ
︑
一
覧
と
し
て
示
す
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
の
一
覧
の
類
い

で
も
っ
と
も
豊
富
な
情
報
を
収
め
て
い
る
の
は
︑
阿
部
・
岡
・
山
岸
﹇
一
九
六
一
﹈
に
収

載
の
﹁
参
考
文
献
年
表
﹂
で
あ
ろ
う
︒
そ
こ
で
は
︑
論
文
・
批
評
な
ど
も
ふ
く
め
︑
丁
寧

な
探
索
に
も
と
づ
い
た
デ
ー
タ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
同
書
の
﹁
翻
刻
研
究
文
献

解
説
﹂
と
﹁
研
究
書
誌
﹂
で
は
︑
個
別
に
解
説
文
が
付
さ
れ
て
い
て
有
益
だ
が
︑
そ
れ
ら

に
お
け
る
対
象
は
代
表
的
な
文
献
に
限
ら
れ
て
い
る
︒
大
半
の
注
釈
書
に
関
し
て
は
︑
た

と
え
ば
ど
の
程
度
の
分
量
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
い
か
な
る
特
徴
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
何
ら
把
握
し
え
な
い
の
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
現
代
語
訳
・
梗
概
書

な
ど
に
関
し
て
も
︑
抄
出
の
様
態
︑
注
記
の
有
無
な
ど
と
い
っ
た
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
︒
本
稿
の
末
尾
に
示
し
た
﹁
参
考
文
献
﹂
に
は
︑
そ
れ
以
外
の
一
覧
︑
年
譜

の
類
い
も
挙
げ
て
い
る
が
︑
い
ず
れ
も
同
様
の
限
界
が
あ
る
︒

　

他
方
に
お
い
て
︑
近
代
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
受
容
に
関
し
て
は
︑
與
謝
野
晶
子
︑
谷
崎
潤

一
郎
に
よ
る
現
代
語
訳
を
は
じ
め
と
し
て
︑
多
く
の
研
究
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
い
る
と

も
い
え
る
が
︑
あ
く
ま
で
も
著
名
な
対
象
に
限
ら
れ
る
︒
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
も
い
え

る
が
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
の
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・
梗
概
書
が
き
わ
め
て
た
く
さ
ん
刊
行
さ

れ
て
い
な
が
ら
︵
あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
に
︶︑
一
部
の
著
名
な
書
籍
以
外
に
つ
い
て
は
︑
専
門

家
で
も
中
身
を
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
ろ
う
︒

　

筆
者
は
︑
二
〇
二
一
年
十
二
月
︑
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

第
一
二
四
回
大
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
な
ぜ
時
代
は
古
典
を
必
要
と
し
た
の
か
│
│
注
釈
の
方
法
と
そ
の
意
義

│
│
﹂
の
登
壇
者
の
一
人
と
し
て
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
が
近
代
以
降
に
お
い
て
い
か
に
読
ま

れ
︑
解
釈
さ
れ
︑
ま
た
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒
そ
の

内
容
は
︑
既
に
同
学
会
の
機
関
誌
﹃
文
学
・
語
学
﹄
第
二
三
六
号
に
掲
載
の
論
文
に
ま
と

め
て
い
る
︵
陣
野
﹇
二
〇
二
二
﹈︶︒
し
か
し
︑
紙
幅
の
制
限
が
あ
り
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
折

に
用
意
し
た
資
料
の
大
半
は
︑
論
文
内
に
組
み
こ
め
な
か
っ
た
︒
本
稿
は
︑
そ
の
資
料
の

要
の
部
分
を
礎
稿
と
し
︑
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・
梗
概
書

の
類
い
を
一
望
の
う
ち
に
収
め
る
だ
け
で
な
く
︑
個
々
の
書
籍
の
お
お
ま
か
な
内
実
が
と

ら
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
︑
範
囲
を
昭
和
前
期
︵
昭
和
二
十

年
八
月
︶
ま
で
と
し
た
の
は
︑
昭
和
後
期
以
降
の
書
籍
の
点
数
が
あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
る

こ
と
が
お
も
な
理
由
で
あ
る
︵
い
ず
れ
機
会
を
み
て
対
応
し
た
い
と
考
え
る
︶︒

　

実
は
︑
注
釈
書
と
現
代
語
訳
︑
注
釈
書
と
梗
概
書
︑
現
代
語
訳
と
梗
概
書
は
︑
そ
れ
ぞ

れ
に
共
通
す
る
性
格
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
︒
特
に
現
代
語
訳
と
梗
概
書
の
間
に
境
界
を

設
け
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
理
と
判
断
し
︑
一
節
の
﹁
注
釈
書
﹂
と
二
節
の
﹁
現
代
語
訳
・
梗

概
書
﹂
と
い
う
二
つ
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
こ
う
し
た
一
覧
か
ら
み
え
て
く
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
︑
陣
野
﹇
二
〇
二
二
﹈

に
お
い
て
既
に
あ
る
程
度
論
じ
た
も
の
の
︑
充
分
に
検
討
し
き
れ
て
い
な
い
課
題
も
あ

る
︒
し
か
し
︑
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
︑
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
一
覧
を
提
示
す
る
に
と

ど
め
る
︒
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一
　
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
の
注
釈
書
の
一
覧

　

ま
ず
は
注
釈
書
に
つ
い
て
︑
以
下
の
㈠
~
㈦
の
要
領
に
し
た
が
い
︑
一
覧
と
し
て
示
す
︒

㈠ 　

刊
行
さ
れ
た
順
に
計
五
十
二
点
を
示
し
︑
①
~
�
の
番
号
を
付
す
︒
当
該
書
が
二
冊

以
上
に
わ
た
る
場
合
は
︑
第
一
冊
目
の
刊
行
時
を
基
準
と
す
る
︒

㈡ 　

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
注
釈
︵
講
義
に
も
と
づ
く
も
の
を
ふ
く
む
︶
は
と
り
あ
げ
な
い
︒
あ

く
ま
で
も
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
一
覧
と
す
る
︒
書
名
の
表
記
に
つ
い
て

は
︑
基
本
的
に
旧
字
・
異
体
字
の
類
い
を
新
字
に
統
一
し
て
い
る
︵
た
だ
し
︑
人
名
に
つ

い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
︶︒

㈢ 　

明
治
期
の
古
典
叢
書
の
類
い
で
は
︑
注
記
が
皆
無
と
い
う
べ
き
も
の
も
あ
る
︒
つ
ま

り
︑
厳
密
な
意
味
で
の
注
釈
書
と
は
い
い
が
た
い
が
︑
こ
の
一
覧
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
く

め
る
こ
と
と
す
る
︒

㈣ 　

当
該
の
注
釈
書
が
い
つ
刊
行
さ
れ
た
の
か
︑
そ
し
て
い
か
な
る
性
質
を
も
つ
の
か
と

い
う
こ
と
が
一
見
し
て
把
握
で
き
る
よ
う
︑
注
釈
書
名
の
上
に
︑
刊
行
年
︵
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
何
年
か
︶
を
示
し
︑
次
に
性
質
を
あ
ら
わ
す
記
号
を
適
宜
付
す
︒
個
々
の
記
号
の

意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

△
=
注
釈
が
︵
ほ
ぼ
︶
な
い
︒  

○
=
簡
略
な
注
釈
が
あ
る
︒

◎
=
詳
細
な
注
釈
が
あ
る
︒ 

 

■
=
訳
文
が
あ
る
︒

◆
=
︵
解
説
以
外
の
︶
評
・
講
述
な
ど
が
あ
る
︒

♠
=
江
戸
時
代
ま
で
の
注
釈
書
の
活
字
版
︵
あ
る
い
は
翻
刻
︶
に
相
当
す
る
︒

こ
れ
ら
の
う
ち
︑
注
釈
の
分
量
に
関
わ
る
区
分
︵
△
・
〇
・
◎
︶
は
目
分
量
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
厳
密
で
は
な
い
が
︑
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
あ
え

て
三
区
分
と
し
て
い
る
︒

㈤ 　

＊
印
以
下
で
は
︑
当
該
の
注
釈
書
の
内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
す
る
︒
特
に
︑
五

十
四
帖
全
文
を
有
す
る
か
︑
そ
う
で
な
い
場
合
は
ど
の
巻
ま
で
か
︑
ま
た
抜
粋
の
場
合

は
い
か
な
る
様
態
か
な
ど
を
簡
潔
に
示
す
︒
な
お
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
の
巻
名
を
示
す
際
︑

︵ 

︶
内
に
適
宜
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
何
番
目
の
巻
か
を
示
す
︒

㈥ 　

※
印
以
下
で
は
︑
当
該
の
注
釈
書
の
著
者
・
校
注
者
な
ど
に
関
す
る
簡
略
な
情
報
を

記
す
︒
た
だ
し
︑
確
か
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い
人
物
に
つ
い
て
は
﹁
未
詳
﹂
と
す
る
︒

㈦ 　

注
釈
書
で
は
な
い
が
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
本
文
に
関
す
る
最
重
要
の
文
献
に
つ
い
て
は
︑

参
考
ま
で
に
︹ 

︺
で
括
っ
た
上
で
︑
ゴ
チ
ッ
ク
体
に
て
示
す
︵
二
点
の
み
︶︒

 

明
　
治

①
17
年　

 

◎
◆
『
源
氏
物
語
講
義
』
十
一
冊　

鈴
木
弘
恭
︵
講
義
︶・
黒
川
真
頼
︵
校
閲
︶　

柳
河
中
外
堂
︵
~
21
年
︶

＊ 

「
賢
木
」（
11
）
ま
で
︒
か
な
り
詳
細
な
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
に
は
︑

萩
原
広
道
﹃
源
氏
物
語
評
釈
﹄
か
ら
の
つ
よ
い
影
響
が
み
ら
れ
る
︒

※ 

鈴
木
弘ひ

ろ

恭や
す

︵
一
八
四
四
│

九
七
︶
は
元
水
戸
藩
士
の
国
文
学
者
︒
黒
川
真ま

頼よ
り

ら

に
師
事
︒
黒
川
真
頼
︵
一
八
二
九
│

一
九
〇
六
︶
は
国
学
者
︑
歌
人
︒
帝
国
大
学

教
授
︒

②
21
年　

 

◎
◆
『
女
学
校
用
読
本 

源
氏
物
語
抜
萃
』
一
帙
五
冊　

鈴
木
弘
恭　

柳
河
中

外
堂

＊ 

前
掲
①
の
『
源
氏
物
語
講
義
』
を
も
と
に
︑「
桐
壺
」「
夕
顔
」「
末
摘
花
」「
紅

葉
賀
」「
花
宴
」
の
五
巻
か
ら
抜
粋
し
︑
女
学
校
用
教
材
に
編
纂
︒
※
鈴
木

弘
恭
は
前
掲
①
を
参
照
︒

③
23
年　

 

♠
『
校
正
補
註
国
文
全
書 

源
氏
物
語
湖
月
抄
』
八
冊　

小
田
清
雄
︵
校
補
︶　

国
文
館
︵
~
24
年
︶

＊ 

北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』
の
活
字
版
︒
五
四
帖
全
文
︒
本
居
宣
長
﹃
玉
の
小
櫛
﹄︑

萩
原
広
道
﹃
源
氏
物
語
評
釈
﹄
の
注
記
を
適
宜
加
え
て
い
る
︒

※ 

小
田
清す

が

雄お

︵
？
│

一
八
九
四
︶
は
国
学
者
︑
神
官
︒
平
田
派
︒

④
23
年　

 

♠
『
訂
正
増
註 

源
氏
物
語
湖
月
抄
』
八
冊　

猪
熊
夏
樹
︵
増
註
訂
正
︶　

図
書

出
版
会
社
︵
~
24
年
︶

＊ 

北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』
の
活
字
版
︒
五
四
帖
全
文
︒
本
居
宣
長
﹃
玉
の
小
櫛
﹄

を
適
宜
加
え
て
い
る
︒

※ 
猪
熊
夏
樹
︵
一
八
三
五
│

一
九
一
二
︶
は
国
学
者
︑
神
官
で
京
都
第
一
高
等
女
学

校
教
諭
︒

⑤
23
年　

 

○
『
日
本
文
学
全
書 

源
氏
物
語
』
五
冊　

落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
・
萩
野

由
之
︵
校
︶　

博
文
館
︵
~
24
年
︶
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＊ 

五
四
帖
全
文
︒
頭
注
は
少
な
め
︒
特
に
﹁
宇
治
十
帖
﹂
で
は
か
な
り
少
な
い
︒

※ 

落
合
直
文
︵
一
八
六
一
│

一
九
〇
三
︶
は
国
文
学
者
︑
歌
人
︒
小
中
村
義よ

し

象か
た

︵
一

八
六
一
│

一
九
二
三
︶
は
国
文
学
者
︑
歌
人
︒﹁
池
邊
﹂
姓
か
ら
小
中
村
清き

よ

矩の
り

の

養
子
と
な
っ
て
﹁
小
中
村
﹂
姓
を
名
乗
る
が
︑
の
ち
に
復
姓
︒
第
一
高
等
学

校
教
授
な
ど
を
務
め
た
︒
萩
野
由
之
︵
一
八
六
〇
│

一
九
〇
四
︶
は
国
文
学
者
︑

歴
史
学
者
で
東
京
帝
国
大
学
教
授
︒

⑥
34
年　

 

○
『
源
氏
読
本
』
四
冊　

大
和
田
建
樹
︵
校
訂
︶　

上
原
書
店
︵
~
35
年
︶

＊ 

「
桐
壺
」「
帚
木
」︵
た
だ
し
雨
夜
の
品
定
め
ま
で
︶「
夕
顔
」「
若
紫
」
の
四
巻
︒

扉
に
﹁
跡
見
女
学
校
蔵
版
﹂
と
あ
り
︒
頭
注
と
巻
末
注
が
あ
る
が
少
な
め
︒

※ 

大
和
田
建た

け

樹き

︵
一
八
五
七
│

一
九
一
〇
︶
は
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
︒
の
ち
退

職
し
て
創
作
・
作
詞
な
ど
中
心
に
活
動
︒

⑦
36
年　

 

○
◆
『
源
氏
物
語
選
釈
』
長
連
恒　

早
稲
田
大
学
出
版
部

＊ 

講
義
録
︒「
賢
木
」（
11
）
ま
で
の
梗
概
と
有
名
場
面
の
抜
粋
︒

※ 

長ち
ょ
う

連つ
ら

恒つ
ね

︵
一
八
七
三
│

？
︶
は
国
文
学
者
で
東
洋
大
学
教
授
︒

⑧
36
年　

 

△
『
国
文
大
観 

物
語
部 

源
氏
物
語
』
二
冊　

丸
岡
桂
・
松
下
大
三
郎
︵
校
訂
︶　

板
倉
屋
書
房

＊
五
四
帖
全
文
︒
注
も
解
説
も
皆
無
︒

※ 

丸
岡
桂か

つ
ら︵

一
八
七
八
│

一
九
一
九
︶
は
歌
人
︑
能
楽
研
究
者
︒
松
下
大
三
郎
︵
一

八
七
八
│

一
九
三
五
︶
は
国
語
学
者
で
國
學
院
大
學
教
授
︒

⑨
39
年　

 

○
『
紫
文
摘
英
』
上
巻
　
本
居
豊
頴　

日
高
有
倫
堂

＊ 

抄
本
︒「
桐
壺
」「
帚
木
」「
夕
顔
」「
若
紫
」「
末
摘
花
」「
紅
葉
賀
」「
葵
」「
賢

木
」「
須
磨
」「
明
石
」「
澪
標
」「
蓬
生
」「
関
屋
」「
絵
合
」「
松
風
」「
薄
雲
」

「
朝
顔
」「
乙
女
」
の
各
巻
か
ら
名
場
面
を
抜
粋
︒
な
お
︑
下
巻
の
存
在
は
確

認
で
き
ず
︒

※ 

本
居
豊と

よ

頴か
い

︵
一
八
三
四
│

一
九
一
三
︶
は
本
居
内
遠
の
子
で
︑
宣
長
の
養
子
と

な
っ
た
本
居
大
平
の
孫
︒
東
京
帝
国
大
学
な
ど
に
出
講
︒
大
正
天
皇
の
東
宮

時
代
の
侍
講
︒

⑩
41
年　

 

♠
『
国
文
註
釈
全
書 

第
三
巻
』
室
松
岩
雄
︵
編
︶　

國
學
院
大
學
出
版
部

＊ 

四
辻
善
成
『
河
海
抄
』︑
一
条
兼
良
『
花
鳥
余
情
』︑
安
藤
為
章
『
紫
女
七
論
』

の
翻
刻
︒

※ 

室
松
岩
雄
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
皇
學
書
院
の
取
締
役
︒﹃
国
文
註
釈
全
書
﹄
シ

リ
ー
ズ
の
校
訂
編
輯
に
あ
た
る
︒

⑪
42
年　

 

△
『
国
民
文
庫 

源
氏
物
語
』
二
冊　

本
居
豊
頴
・
古
谷
知
新
︵
校
訂
︶　

国
民

文
庫
刊
行
会

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
注
も
解
説
も
皆
無
︒
総
ル
ビ
︒
発
話
者
・
歌
の
詠
者
を
明
示
︒

※ 

本
居
豊
頴
は
前
掲
⑨
を
参
照
︒
古
谷
知
新
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
独
逸
学
協
会
学

校
教
諭
︑
國
學
院
大
學
講
師
を
務
め
た
︒

⑫
42
年　

 

♠
『
国
文
註
釈
全
書 

第
十
二
巻
』
室
松
岩
雄
︵
編
︶　

國
學
院
大
學
出
版
部

＊ 

萩
原
広
道
『
源
氏
物
語
評
釈
』（「
花
宴
」（
8
）
ま
で
）
の
活
字
版
︒
お
よ
び

語
釈
・
余
釈
を
載
せ
る
︒
な
お
︑
大
正
2
年
に
は
︑
皇
学
書
院
よ
り
﹁
訂
正

再
版
﹂︵﹁
紫
女
七
論
﹂
併
載
︶
を
刊
行
︒

※
室
松
岩
雄
は
前
掲
⑩
を
参
照
︒

⑬
44
年　

 

◎
■
◆
『
新
釈
源
氏
物
語
』
二
冊　

藤
井
紫
影
・
佐
々
醒
雪
・
笹
川
臨
風
・
沼

波
瓊
音　

新
潮
社
︵
~
大
正
3
年
︶

＊ 

「
澪
標
」（
14
）
ま
で
︒
語
釈
・
現
代
語
訳
・
評
が
揃
う
画
期
的
注
釈
書
︒
ロ
ー

リ
ー
﹇
二
〇
〇
四
﹈︑
ロ
ー
リ
ー
﹇
二
〇
〇
七
﹈︑
河
添
﹇
二
〇
一
八
﹈︑
陣

野
﹇
二
〇
二
二
﹈
な
ど
を
参
照
︒

※ 

四
名
と
も
俳
人
で
︑
俳
句
結
社
﹁
筑
波
会
﹂
に
所
属
︒
藤
井
紫し

影え
い

︹
乙お

と

男お

︺

︵
一
八
六
八
│

一
九
四
五
︶
は
国
文
学
者
で
京
都
帝
国
大
学
教
授
︒
佐さ

つ
さ々

醒せ
い

雪せ
つ

︵
一

八
七
二
│

一
九
一
七
︶
は
国
文
学
者
で
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
︒
笹さ

さ

川か
わ

臨り
ん

風ぷ
う

︵
一
八
七
〇
│

一
九
四
九
︶
は
歴
史
家
︑
美
術
史
家
で
明
治
大
学
教
授
︑
の
ち
東

洋
大
学
教
授
︒
沼ぬ

波な
み

瓊け
い

音お
ん

︵
一
八
七
七
│

一
九
二
七
︶
は
国
文
学
者
で
第
一
高
等

学
校
教
授
︒
な
お
︑
巻
ご
と
に
分
担
し
て
い
る
が
︑
藤
井
紫
影
の
担
当
し
た

巻
は
な
い
︒

 

大
　
正

⑭
元
年　

 
○
『
校
註
国
文
叢
書 

源
氏
物
語
』
二
冊　

池
邊
義
象
︵
編
︶
本
居
豊
頴
ほ　
　

か
︵
校

訂
註
解
︶　

博
文
館

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
頭
注
の
説
明
は
簡
略
な
が
ら
も
︑
注
の
数
そ
の
も
の
は
多
い
︒
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上
巻
の
冒
頭
に
北
村
久
備
﹁
す
み
れ
草
﹂︑
下
巻
の
末
尾
に
近
藤
芳
樹
﹁
源

語
奥
旨
﹂
と
安
藤
為
章
﹁
紫
家
七
論
﹂
を
掲
載
︒

※ 

池
邊
義
象
は
前
掲
⑤
の
小
中
村
義
象
を
参
照
︒本
居
豊
頴
は
前
掲
⑨
を
参
照
︒

⑮
3
年　

 
○
『
有
朋
堂
文
庫 

源
氏
物
語
』
四
冊　

武
笠
三　

有
朋
堂
書
店

＊ 
五
四
帖
全
文
︒
頭
注
の
個
々
の
説
明
は
き
わ
め
て
簡
略
な
が
ら
︑
そ
の
数
は

多
め
︒

※ 

武む

笠か
さ

三さ
ん

︵
一
八
七
一
│

一
九
二
九
︶
は
国
文
学
者
で
︑
第
四
高
等
学
校
︑
第
七
高

等
学
校
造
士
館
な
ど
に
勤
務
︒

⑯
5
年　

 

◎
◆
『
校
定
源
氏
物
語
詳
解
』
一
帙
︵
五
冊
︶　

池
邊
義
象
・
鎌
田
正
憲　

博
文

館＊ 

「
花
宴
」（
8
）
ま
で
︒
同
じ
版
元
の
『
校
註
国
文
叢
書
』︵
前
掲
⑭
︶
の
執
筆

を
進
め
る
過
程
で
ま
と
め
ら
れ
た
︒
詳
細
を
極
め
る
注
釈
書
で
あ
り
︑﹁
詳

解
﹂
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
画
期
的
な
注
釈
書
︒
陣
野
﹇
二
〇
二
二
﹈
で
少
し

具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
︒

※ 

池
邊
義
象
は
前
掲
⑤
の
小
中
村
義
象
を
参
照
︒
鎌
田
正
憲
︵
一
八
八
六
│

？
︶

は
国
文
学
者
で
宮
内
省
諸
陵
寮
考
証
官
を
務
め
た
︒

⑰
5
年　

○
◆
『
源
氏
物
語
選
釈
』
永
井
一
孝　

早
稲
田
大
学
出
版
部

＊
講
義
録
︒「
雨
夜
の
品
定
（
帚
木
）」「
夕
顔
」「
若
紫
」
か
ら
抜
粋
︒

※ 

永
井
一ひ

で

孝の
り

︵
一
八
六
八
│

一
九
五
八
︶
は
国
文
学
者
で
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部

教
授
︒

⑱
7
年　

 

○
『
校
註
日
本
文
学
叢
書 

源
氏
物
語
』
三
冊　

物
集
高
量
︵
校
注
︶　

広
文
庫

刊
行
会

＊
五
四
帖
全
文
︒
頭
注
は
簡
潔
な
が
ら
数
は
多
め
︒

※ 

物も
ず
め集
高た

か

量か
ず︵

一
八
七
九
│

一
九
八
五
︶
は
国
文
学
者
︑
著
述
家
︒
父
物
集
高た

か

見み
︵
一

八
四
七
│

一
九
二
八
︶
に
よ
る
類
書
﹁
広
文
庫
﹂
全
二
十
巻
の
編
纂
事
業
に
協
力
︒

⑲
10
年　

△
『
源
氏
物
語
』
三
冊　

島
津
久
基　

中
興
館

＊ 

抄
本
︒
高
等
学
校
の
教
科
書
用
︒
計
二
一
帖
︒
省
略
し
た
巻
︑
お
よ
び
中
略

箇
所
は
簡
単
な
説
明
で
補
う
︒
頭
注
形
式
な
が
ら
︑
注
は
極
め
て
少
な
い
︒

※
島
津
久
基
︵
一
八
九
一
│

一
九
四
九
︶
は
国
文
学
者
︒
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
で

あ
っ
た
が
一
九
二
六
年
に
病
で
退
職
︑
そ
の
後
︑
東
洋
大
学
教
授
︑
東
京
帝
国

大
学
教
授
︒

⑳
11
年　

 

○
『
新
釈
日
本
文
学
叢
書 

源
氏
物
語
』
三
冊　

物
集
高
量
︵
編
著
︶　

日
本
文

学
叢
書
刊
行
会

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
物
集
当
人
に
よ
る
『
校
註
日
本
文
学
叢
書
』︵
前
掲
⑱
︶
と
同

じ
内
容
︒

※
物
集
高
量
は
前
掲
⑱
を
参
照
︒

㉑
12
年　

 

○
■
『
頭
註
対
訳 

源
氏
物
語
』
六
冊　

宮
田
和
一
郎　

文
献
書
院
︵
~
昭
和
3
年
︶

＊ 

五
冊
目
の
「
明
石
」（
13
）
ま
で
︑
お
よ
び
六
冊
目
の
「
宇
治
十
帖 

上
」
が
「
橋

姫
」（
45
）
か
ら
「
総
角
」（
47
）
ま
で
︒
な
お
︑﹁
桐
壺
﹂
に
次
ぐ
二
番
目
の

刊
行
は
﹁
須
磨
﹂﹁
明
石
﹂
で
︑
そ
の
後
﹁
帚
木
﹂
以
下
に
戻
っ
て
刊
行
さ

れ
た
︒
三
段
組
で
︑
上
段
に
注
記
︑
中
段
に
本
文
︑
下
段
に
現
代
語
訳
を
組

む
︒
現
代
語
訳
に
も
っ
と
も
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
一
方
︑
上
段
の
注
記

は
か
な
り
少
な
い
︒

※ 

宮
田
和
一
郎
︵
一
八
九
〇
│

一
九
八
九
︶
は
国
文
学
者
で
︑大
阪
高
等
学
校
︵
旧
制
︶

教
授
︑
大
阪
工
業
大
学
教
授
︑
池
坊
短
期
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
︒

㉒
13
年　

 

△
『
抄
本
源
氏
物
語
』
二
冊　

吉
澤
義
則
・
島
田
退
蔵　

文
献
書
院
︵
~
14
年
︶

＊ 

抄
本
︒
高
等
学
校
な
ど
の
教
科
書
用
︒﹁
上
巻
﹂
は
「
明
石
」
ま
で
の
中
か

ら
九
帖
︑﹁
下
巻
﹂
は
「
宇
治
十
帖
」
後
半
︑「
東
屋
」
以
降
の
四
帖
︒
省
略

し
た
巻
︑
お
よ
び
中
略
箇
所
は
簡
単
な
説
明
で
補
う
︒
頭
注
形
式
な
が
ら
︑

注
は
か
な
り
乏
し
い
︒

※ 

吉
澤
義
則
︵
一
八
七
六
│

一
九
五
四
︶
は
国
文
学
者
︑
国
語
学
者
で
京
都
帝
国
大

学
教
授
︒
島
田
退
蔵
︵
一
八
八
九
│

一
九
七
〇
︶
は
国
文
学
者
で
第
三
高
等
学
校

教
授
︒
ま
た
︑
同
校
の
最
後
の
校
長
と
な
っ
た
︒

㉓
13
年　

○
『
源
氏
物
語
活
釈
』
二
冊　

小
林
栄
子　

大
同
館
︵
~
14
年
︶

＊ 
五
四
帖
全
文
︒
前
篇
が
八
八
一
頁
︑
後
篇
が
六
七
四
頁
の
大
冊
︒
本
文
で
は
︑

漢
字
を
か
な
り
多
め
に
宛
て
て
い
る
︒
後
篇
に
は
︑
附
録
﹁
紫
式
部
日
記
抄
﹂

を
掲
載
す
る
︒

※ 

小
林
栄
子
︹
田
中
夕ゆ

う

風か
ぜ

︑
本
名 

田
中
栄
子
︺︵
一
八
七
二
│

一
九
五
二
︶
は
落
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合
直
文
︑
萩
野
由
之
に
国
文
学
な
ど
を
師
事
し
た
︒
ま
た
︑
尾
崎
紅
葉
門
下

の
小
説
家
︒

㉔
14
年　

 
◎
『
定
本
源
氏
物
語
新
解
』
三
冊　

金
子
元
臣　

明
治
書
院
︵
~
昭
和
5
年
︶

＊ 
五
四
帖
全
文
︒
本
文
の
文
字
が
大
き
く
︑
頭
注
は
あ
る
程
度
詳
し
い
︒
三
冊

目
の
巻
末
に
は
﹁
手
枕
﹂﹁
山
路
の
露
﹂
を
掲
載
す
る
︒
三
冊
で
二
︑
二
八

〇
頁
を
超
え
る
︒

※ 

金
子
元も

と

臣お
み

︵
一
八
六
九
│

一
九
四
四
︶
は
︑
国
文
学
者
︑
歌
人
︒
國
學
院
大
學
お

よ
び
慶
應
義
塾
大
学
の
教
授
︒

㉕
15
年　

 

○
『
校
注
日
本
文
学
大
系 
源
氏
物
語
』
二
冊　

沼
波
守　

国
民
図
書
︵
~
昭
和

2
年
︶

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
上
巻
の
は
じ
め
に
北
村
湖
春
の
梗
概
書
﹁
源
氏
物
語
忍
草
﹂︑

下
巻
の
末
尾
に
北
村
久
備
の
﹁
す
み
れ
草
﹂
を
掲
載
す
る
︒
上
巻
が
九
三
〇

頁
︑
下
巻
が
一
︑
〇
九
〇
頁
に
及
ぶ
︒

※
沼ぬ

波な
み

守
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
中
央
大
学
教
授
︒

㉖
15
年　

 

♠
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
七
冊　

吉
澤
義
則
︵
監
修
︶・
宮
田
和
一
郎
︵
校
合
︶　

文
献
書
院

＊ 

北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』
の
活
字
版
︒﹃
湖
月
抄
﹄
よ
り
も
後
の
注
釈
は
加
え

て
い
な
い
︒

※
吉
澤
義
則
は
前
掲
㉒
を
︑
宮
田
和
一
郎
は
前
掲
㉑
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
︒

㉗
15
年　

 

△
『
源
氏
物
語
講
本
』
佐
藤
仁
之
助
︵
編
︶　

敬
文
堂
書
店

＊ 

抄
本
︒
計
二
〇
帖
ほ
ど
︒
細
か
な
見
出
し
で
段
落
を
分
け
て
い
る
︒
注
記
は

皆
無
︒
高
等
専
門
諸
学
校
の
国
語
講
読
用
︒

※ 

佐
藤
仁じ

ん

之の

助す
け

︵
一
八
六
九
│

一
九
三
九
︶
は
東
京
開
成
中
学
校
講
師
︑
早
稲
田
高

等
学
院
教
授
︑
大
東
文
化
学
院
教
授
な
ど
を
務
め
た
︒

㉘
15
年　

 

○
■
『
文
検
受
験
用 

源
氏
物
語
新
釈
』
龍
澤
良
芳　

大
同
館
書
店

＊ 

「
桐
壺
」
か
ら
「
明
石
」（
13
）
ま
で
は
原
文
と
語
釈
・
通
釈
︒「
澪
標
」
以

降
は
梗
概
の
み
︒
計
八
七
六
頁
︒
文
部
省
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教

員
検
定
試
験
対
策
用
︒

※
龍た

つ

澤ざ
わ

良よ
し

芳か

︵
一
八
九
八
│

？
︶
は
東
京
府
立
第
七
中
学
校
な
ど
を
経
て
︑
戦
後

は
都
内
の
中
学
校
校
長
と
な
る
︒

㉙
15
年　

 

△
『
日
本
古
典
全
集 

源
氏
物
語
』
五
冊　

與
謝
野
寛
・
正
宗
敦
夫
・
與
謝
野

晶
子
︵
編
纂
校
訂
︶　

日
本
古
典
全
集
刊
行
会
︵
~
昭
和
3
年
︶

＊
五
四
帖
全
文
︒
注
釈
は
皆
無
︒

※ 

與
謝
野
寛
︹
鐵て

つ

幹か
ん

︺︵
一
八
七
三
│

一
九
三
五
︶
は
詩
人
︑
歌
人
︒
正ま

さ

宗む
ね

敦あ
つ

夫お

︵
一

八
八
一
│

一
九
五
八
︶
は
国
文
学
者
︑
歌
人
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

教
授
︒
與
謝
野
晶
子
︵
一
八
七
八
│

一
九
四
二
︶
は
歌
人
︑
作
家
︑
思
想
家
︒

 

昭
和
前
期

㉚
2
年　

 

◎
『
校
註 

源
氏
物
語
』
二
冊　

梅
澤
和
軒　

有
宏
社
︵
~
5
年
︶

＊ 

「
若
菜
下
」（
35
）
ま
で
︒
扉
の
標
題
は
﹁
校
註 

源
氏
も
の
か
た
り
﹂︒
現

代
的
な
注
釈
が
目
指
さ
れ
て
い
る
︒
挿
絵
が
多
い
︒

※ 

梅う
め

澤ざ
わ

和わ

軒け
ん

︵
一
八
七
一
│

一
九
三
一
︶
は
国
文
学
者
︑
美
術
評
論
家
︒

㉛
2
年　

 

♠
『
増
註 

源
氏
物
語
湖
月
抄
』
三
冊　

猪
熊
夏
樹
︵
補
註
︶・
有
川
武
彦
︵
校
訂
︶　

湯
川
弘
文
社
︵
~
3
年
︶

＊ 

今
日
の
講
談
社
学
術
文
庫
版
に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
︑『
湖
月
抄
』
の
活
字

版
︒
五
四
帖
全
文
︒

※ 

猪
熊
夏
樹
は
前
掲
④
を
参
照
︒
有
川
武
彦
︵
一
八
八
五
│

一
九
三
九
︶
は
国
文
学

者
で
龍
谷
大
学
教
授
︒

㉜
2
年　

 

♠
『
源
氏
物
語
諸
抄
大
成
』
二
冊　

永
井
一
孝
︵
編
︶　

斯
文
書
院
︵
~
4
年
︶

＊ 

「
朝
顔
」（
20
）
ま
で
︒
書
名
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
実
質
は
『
湖
月
抄
』

の
﹁
増
註
﹂
版
で
あ
っ
て
︑
前
掲
㉛
の
有
川
武
彦
に
よ
る
校
訂
版
と
か
な
り

近
い
が
︑
増
註
部
分
に
違
い
が
あ
る
︒
各
巻
の
冒
頭
に
詳
し
い
﹁
梗
概
﹂
を

お
い
て
い
る
点
が
独
自
︒

※
永
井
一
孝
は
前
掲
⑰
を
参
照
︒

㉝
2
年　

 

◎
■
『
源
氏
物
語 

宇
治
十
帖
新
釈
』
石
川
誠　

大
同
館
書
店

＊ 
「
宇
治
十
帖
」
の
抄
本
︒
初
め
の
「
橋
姫
」（
45
）
と
「
椎
本
」（
46
）
で
は
︑

本
文
に
詳
細
な
﹁
語
釈
﹂﹁
口
訳
﹂
を
付
す
︒「
総
角
」（
47
）
以
下
の
八
帖
は
︑

﹁
残
篇
選
釈
﹂
と
﹁
附
録 

残
篇
梗
概
﹂
の
み
︒

※ 

石
川
誠
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
秋
田
県
立
花
輪
高
等
女
学
校
校
長
を
務
め
た
︒
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㉞
3
年　

○
『
源
氏
物
語
精
粋
』
沼
澤
龍
雄　

研
精
堂

＊ 

抄
本
︒﹁
桐
壺
﹂
~
﹁
夢
浮
橋
﹂
の
う
ち
主
要
箇
所
を
と
り
あ
げ
る
︒
七
五

〇
頁
を
超
え
る
が
︑
そ
の
う
ち
二
〇
〇
頁
以
上
が
﹁
附
録
﹂︒
各
種
の
図
表
︑

さ
ら
に
本
居
宣
長
︑
藤
岡
作
太
郎
︑
五
十
嵐
力
な
ど
の
論
考
を
掲
載
す
る
︒

ま
た
︑
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
よ
る
英
訳
の
一
部
も
載
せ
る
︒

※
沼
澤
龍
雄
︵
一
八
七
九
│

？
︶
は
国
文
学
者
で
駒
澤
大
学
教
授
︒

㉟
3
年　

 

△
『
岩
波
文
庫 
源
氏
物
語
』
五
冊　

島
津
久
基
︵
校
訂
︶　

岩
波
書
店
︵
~
9
年
︶

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
注
釈
は
皆
無
︒
会
話
文
と
和
歌
の
主
体
と
を
小
文
字
で
示
す
︒

※
島
津
久
基
は
前
掲
⑲
を
参
照
︒

㊱
4
年　

 

○
『
博
文
館
叢
書 

源
氏
物
語
』
三
冊　

藤
村
作
・
笹
川
種
郎
・
尾
上
八
郎
︵
編
︶　

博
文
館

＊
五
四
帖
全
文
︒
注
は
少
な
め
︒

※ 

藤
村
作つ

く
る︵

一
八
七
五
│

一
九
五
三
︶
は
国
文
学
者
で
東
京
帝
国
大
学
教
授
︒
笹
川

種た
ね

郎お

は
︑
笹
川
臨
風
の
こ
と
︵
前
掲
⑬
を
参
照
︶︒
尾
上
八
郎
︹
柴さ

い

舟し
ゆ
う︺︵

一
八

七
六
│

一
九
五
七
︶
は
歌
人
︑
書
家
︑
国
文
学
者
︒
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

教
授
な
ど
を
務
め
た
︒

㊲
4
年　

 

♠
『
集
註 

源
氏
物
語
新
考
』
二
冊　

永
井
一
孝　

国
民
図
書
︵
~
5
年
︶

＊ 

前
掲
㉜
の
『
源
氏
物
語
諸
抄
大
成
』
二
冊
︵
昭
和
2
~
4
年
︶
と
同
内
容
︒
よ
っ

て
「
朝
顔
」（
20
）
ま
で
︒

※
永
井
一
孝
は
前
掲
⑰
を
参
照
︒

㊳
5
年　

 

◎
■
◆
『
対
訳 

源
氏
物
語
講
話
』
六
冊　

島
津
久
基　

中
興
館
・
矢
島
書
店

︵
~
25
年
︶

＊ 

「
賢
木
」（
10
）
ま
で
︒﹁
口
訳
﹂﹁
語
義
﹂
に
加
え
︑
詳
細
な
考
証
と
評
を

展
開
す
る
﹁
釈
評
﹂
が
と
り
わ
け
優
れ
る
︒

※
島
津
久
基
は
前
掲
⑲
を
参
照
︒

㊴
7
年　

 

◎
■
『
新
講
源
氏
物
語
』
十
二
冊　

石
田
元
季
・
小
室
由
三
・
岡
田
稔
・
山
崎

敏
夫
・
石
井
直
三
郎
・
西
村
雄
一　

正
文
館
︵
石
田
﹁
桐
壺
﹂︑
西
村
﹁
浮
舟
﹂︶

＊ 

﹁
桐
壺
﹂﹁
帚
木
﹂﹁
夕
顔
﹂﹁
若
紫
﹂﹁
葵
﹂﹁
須
磨
﹂﹁
明
石
﹂﹁
少
女
﹂﹁
玉

鬘
﹂﹁
真
木
柱
﹂﹁
橋
姫
﹂﹁
浮
舟
﹂
の
十
二
巻
を
一
冊
ず
つ
刊
行
す
る
企
画

だ
が
︑「
桐
壺
」︵
昭
和
10
︶
と
「
浮
舟
」︵
昭
和
7
︶
し
か
確
認
が
で
き
な
い
︒

﹁
通
釈
﹂
と
詳
し
い
﹁
語
釈
﹂
が
中
心
︒

※ 

石
田
元も

と

季す
え

︵
一
八
七
七
│

一
九
四
三
︶
は
国
文
学
者
で
愛
知
医
科
大
学
教
授
︑
第

八
高
等
学
校
講
師
︒
西
村
雄
一
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
愛
知
県
知
多
高
等
女
学
校

校
長
を
務
め
た
︒

㊵
7
年　

○
『
校
註 

源
氏
物
語
㈠
』
金
子
元
臣　

明
治
書
院

＊ 

「
明
石
」（
12
）
ま
で
︒
本
文
は
︑
同
じ
金
子
元
臣
の
前
掲
㉔
︑『
定
本
源
氏

物
語
新
解
』︵
大
正
14
~
昭
和
5
年
︶
に
よ
る
︒
頭
注
は
簡
略
︒
な
お
︑
扉
の

書
名
に
お
い
て
は
﹁
㈠
﹂
が
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
︑
続
刊
は
確
認
で
き

ず
︒

※
金
子
元
臣
は
前
掲
㉔
を
参
照
︒

㊶
7
年　

 

○
■
『
増
訂 

対
訳
源
氏
物
語
』
八
冊　

宮
田
和
一
郎　

日
本
文
学
社
︵
~
9
年
︶

＊ 

同
じ
宮
田
和
一
郎
の
前
掲
㉑
︑『
頭
註
対
訳 

源
氏
物
語
』︵
大
正
12
~
昭
和
3

年
︶
と
同
じ
く
︑「
桐
壺
」
～
「
明
石
」
ま
で
︑
お
よ
び
「
橋
姫
」
～
「
総
角
」

ま
で
︒

※
宮
田
和
一
郎
は
前
掲
㉑
を
参
照
︒

㊷
8
年　

○
『
要
註 

源
氏
物
語
』
島
津
久
基　

中
興
館

＊ 

「
明
石
」（
12
）
ま
で
︵
た
だ
し
﹁
空
蝉
﹂
を
除
く
︶
の
抄
出
︒
注
は
各
頁
の
左

側
に
お
か
れ
て
い
て
︑
少
な
め
︒

※
島
津
久
基
は
前
掲
⑲
を
参
照
︒

㊸
8
年　

○
■
◆
『
源
氏
物
語
講
義
』
二
冊　

徳
本
正
俊　

芳
文
堂

＊ 

「
明
石
」（
12
）
ま
で
︒
頭
注
は
少
な
め
だ
が
︑﹁
釈
﹂︵
通
釈
︶
に
加
え
﹁
補
﹂

︵
補
注
︶
と
﹁
評
﹂
が
充
実
︒
二
冊
の
い
ず
れ
も
七
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
冊
︒

※ 

徳
本
正
俊
︵
一
八
九
六
│

一
九
六
一
︶
は
東
京
府
立
第
三
中
学
校
に
永
年
勤
務
︒

㊹
9
年　

○
■
『
口
訳
対
照 

源
氏
物
語
』
竹
野
長
次
︵
編
︶　

三
省
堂

＊ 
「
末
摘
花
」（
6
）
ま
で
︒
三
段
組
み
で
︑
上
段
に
小
さ
な
文
字
の
現
代
語
訳
︑

下
段
の
注
は
少
な
め
︒

※ 

竹
野
長ち

ょ
う

次じ

︵
一
八
八
九
│

一
九
六
二
︶
は
国
文
学
者
で
早
稲
田
大
学
教
授
︒

㊺
9
年　

 

◎
■
『
新
撰 
源
氏
物
語
詳
解 

桐
壺
・
帚
木
』
澤
田
總
淸
・
龍
澤
良
芳　

健
文



『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・
梗
概
書
一
覧

（81）326

社＊ 

「
帚
木
」（
2
）
ま
で
︒
語
釈
は
か
な
り
詳
細
︒
現
代
語
訳
は
上
段
に
小
さ

な
文
字
で
組
ま
れ
る
︒

※ 
澤
田
總ふ

さ

淸き
よ

︵
一
八
九
二
│

一
九
四
六
︶
は
東
京
府
立
第
一
中
学
校
教
諭
︒
龍
澤
良

芳
は
前
掲
㉘
を
参
照
︒

〔
10
年
『
尾
州
家
河
内
本 

源
氏
物
語
開
題
』尾
張
徳
川
黎
明
会
（
著
）　

尾
張
徳
川
黎
明
会
〕

㊻
11
年　

 

♠
『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系 

第
十
一
冊
』
吉
澤
義
則
︵
編
︶　

帝
国
教
育
会
出

版
部

＊
世
尊
寺
伊
行
『
源
氏
釈
』
な
ど
の
翻
刻
︒

※
吉
澤
義
則
は
前
掲
㉒
を
参
照
︒

㊼
11
年　

 

◎
■
◆
『
香
雪
叢
書
第
七
巻 
源
氏
物
語
講
義
』
下
田
歌
子　

実
践
女
学
校
出

版
部

＊
「
空
蝉
」（
3
）
ま
で
︒
語
釈
と
評
の
い
ず
れ
も
詳
細
︒

※ 

下
田
歌
子
︵
一
八
五
四
│

一
九
三
六
︶
は
女
子
教
育
者
︑
歌
人
︒
実
践
女
子
学
園

の
創
立
者
︒

㊽
12
年　

 

○
■
『
源
氏
物
語
総
釈
』
六
冊　

島
津
久
基
ほ　

　

か
計
十
八
名　

楽
浪
書
院
︵
~
14

年
︶

＊ 

五
四
帖
全
文
︒
上
段
に
現
代
語
訳
︑
下
段
に
原
文
︑
各
巻
末
に
注
釈
︒
分
担

は
概
説
=
島
津
︑﹁
桐
壺
﹂
~
﹁
空
蝉
﹂
=
沼
澤
龍
雄
︑﹁
夕
顔
﹂﹁
若
紫
﹂

=
亀
田
純
一
郎
︑﹁
末
摘
花
﹂
~
﹁
葵
﹂
=
平
林
治
徳
︑﹁
賢
木
﹂﹁
花
散
里
﹂

=
尾
上
八
郎
︑﹁
須
磨
﹂
~
﹁
蓬
生
﹂
=
石
村
貞
吉
︑﹁
関
屋
﹂
~
﹁
朝
顔
﹂

=
風
巻
景
次
郎
︑﹁
少
女
﹂
~
﹁
初
音
﹂
=
福
井
久
蔵
︑﹁
胡
蝶
﹂
~
﹁
行
幸
﹂

=
佐
伯
梅
友
︑﹁
藤
袴
﹂
~
﹁
藤
裏
葉
﹂
=
松
尾
聰
︑﹁
若
菜
上
﹂
=
加
藤
順

三
︑﹁
若
菜
下
﹂﹁
柏
木
﹂
=
島
田
退
蔵
︑﹁
横
笛
﹂﹁
鈴
虫
﹂
=
加
藤
︑﹁
夕
霧
﹂

~
﹁
雲
隠
﹂
=
窪
田
敏
夫
︑﹁
匂
兵
部
卿
﹂
~
﹁
竹
河
﹂
=
志
田
延
義
︑﹁
橋

姫
﹂﹁
椎
本
﹂
=
久
松
潜
一
︑﹁
総
角
﹂﹁
早
蕨
﹂
=
藤
田
徳
太
郎
︑﹁
宿
木
﹂

~
﹁
蜻
蛉
﹂
=
篠
田
太
郎
︑﹁
手
習
﹂﹁
夢
浮
橋
﹂
=
山
岸
徳
平

※
島
津
久
基
は
前
掲
⑲
を
参
照
︒
他
に
つ
い
て
は
略
す
︒

㊾
12
年　

○
『
対
校 

源
氏
物
語
新
釈
』
六
冊　

吉
澤
義
則　

平
凡
社
︵
~
15
年
︶

＊ 

五
四
帖
全
文
︒﹃
湖
月
抄
﹄
本
文
を
底
本
と
し
︑尾
州
家
河
内
本
を
以
て
対
校
︒

※
吉
澤
義
則
は
前
掲
㉒
を
参
照
︒

㊿
12
年　

 

♠
『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系 

第
十
冊
』
吉
澤
義
則
︵
編
︶　

帝
国
教
育
会
出
版

部＊ 

『
異
本
紫
明
抄
』︵
=
﹃
光
源
氏
物
語
抄
﹄︶︑
お
よ
び
素
寂
『
紫
明
抄
』
の
翻
刻
︒

※
吉
澤
義
則
は
前
掲
㉒
を
参
照
︒

�
13
年　

 

○
■
『
増
訂 

対
訳
源
氏
物
語
』
三
冊　

宮
田
和
一
郎　

有
光
社

＊ 

大
正
12
年
~
昭
和
3
年
の
㉑
︑
ま
た
昭
和
7
~
9
年
の
㊶
︵
日
本
文
学
社
版
︶

と
同
じ
内
容
︒
上
・
中
巻
は
「
桐
壺
」
～
「
明
石
」（
13
）
ま
で
︑
下
巻
は
「
宇

治
十
帖
」
の
「
橋
姫
」（
45
）
～
「
総
角
」（
47
）
の
み
︒

※
宮
田
和
一
郎
は
前
掲
㉑
を
参
照
︒

〔
17
年
『
校
異
源
氏
物
語
』
四
冊　

芳
賀
博
士
記
念
会
（
編
著
）　

中
央
公
論
社
〕

�
19
年　

 

◎
『
註
釈
源
氏
物
語
』
麻
生
磯
次　

至
文
堂

＊ 

「
花
宴
」（
8
）
ま
で
︒
注
釈
は
か
な
り
多
く
て
丁
寧
︒
か
つ
は
本
文
の
傍

ら
に
適
宜
現
代
語
訳
を
示
す
︒

※ 

麻
生
磯い

そ

次じ

︵
一
八
九
六
│

一
九
七
九
︶
は
国
文
学
者
で
東
京
大
学
教
授
︒
の
ち
学

習
院
院
長
︒

二
　
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
の
現
代
語
訳
と
梗
概
書

　

次
い
で
現
代
語
訳
と
梗
概
書
に
つ
い
て
︑
以
下
の
㈠
~
㈤
の
要
領
に
し
た
が
い
︑
一
覧

と
し
て
示
す
︒

㈠ 　

刊
行
さ
れ
た
順
に
計
二
十
四
点
を
示
し
︑
ⓐ
~
ⓧ
の
符
号
を
付
す
︒
な
お
︑
当
該
書

が
二
冊
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
︑
第
一
冊
目
の
刊
行
時
を
基
準
と
す
る
︒

㈡ 　

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
現
代
語
訳
・
梗
概
書
は
と
り
あ
げ
な
い
︒
あ
く
ま
で
も
書
籍
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
一
覧
と
す
る
︒
書
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
︑
基
本
的
に
旧

字
・
異
体
字
の
類
い
を
新
字
に
統
一
し
て
い
る
︵
た
だ
し
︑
人
名
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で

は
な
い
︶︒

㈢ 　

当
該
の
現
代
語
訳
・
梗
概
書
が
い
つ
刊
行
さ
れ
た
の
か
︑
そ
し
て
い
か
な
る
性
質
を

も
つ
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
見
し
て
把
握
で
き
る
よ
う
︑
個
々
の
書
名
の
上
に
︑
刊
行
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年
︵
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
何
年
か
︶
を
示
し
︑
次
に
性
質
を
あ
ら
わ
す
記
号
を
適
宜
付
す
︒

個
々
の
記
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

　
　

☆
=
口
語
体
へ
の
訳
書　
　
　

★
=
口
語
体
以
外
へ
の
訳
書

　
　

▼
梗
概
書　
　
　
　
　
　
　
　

○
=
簡
略
な
注
釈
有

な
お
︑
本
稿
の
﹁
は
じ
め
に
﹂
に
も
記
し
た
と
お
り
︑
現
代
語
訳
と
梗
概
書
の
線
引
き

は
特
に
困
難
で
あ
り
︑
た
と
え
ば
現
代
日
本
語
の
訳
書
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
︑
梗
概

書
と
も
い
い
う
る
よ
う
な
書
籍
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒
そ
う
し
た
例
に
つ
い
て

は
︑﹁
☆
︵
▼
︶﹂
の
よ
う
に
記
す
︒

㈣ 　

＊
印
以
下
で
は
︑当
該
書
の
内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
す
る
︒な
お
︑﹃
源
氏
物
語
﹄

の
巻
名
を
示
す
際
︑︵ 

︶
内
に
適
宜
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
何
番
目
の
巻
か
を
示
す
︒

㈤ 　

※
印
以
下
で
は
︑
当
該
書
の
訳
者
・
著
者
な
ど
に
関
す
る
簡
略
な
情
報
を
記
す
︒
た

だ
し
︑
確
か
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い
人
物
に
つ
い
て
は
﹁
未
詳
﹂
と
す
る
︒

　

な
お
︑
注
釈
書
で
も
少
し
み
ら
れ
た
が
︑
同
内
容
の
本
が
書
名
を
か
え
た
り
版
元
を
か

え
た
り
し
な
が
ら
再
刊
さ
れ
る
事
例
が
現
代
語
訳
・
梗
概
書
で
は
特
に
多
い
︒
ま
っ
た
く

の
同
内
容
と
見
な
し
た
場
合
は
基
本
的
に
立
項
し
な
い
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
が
︑
微
妙

な
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
も
言
及
し
て
お
く
︒

 

明
　
治

ⓐ
18
年　

★
『
訳
準
綺
語
』︵
こ
の
年
に
稿
本
成
立
か
︶　

菊
池
三
渓

＊ 

漢
訳
︒「
帚
木
」「
空
蝉
」「
若
紫
」
の
一
部
の
み
︒「
空
蝉
」「
若
紫
」
は
菊

池
三
渓
没
後
の
26
年
に
雑
誌
﹃
此
花
草
紙
﹄
に
掲
載
︒
ま
た
「
若
紫
」
は
明

治
44
年
刊
行
の
﹃
訳
準
綺
語
﹄︵
尚
史
堂
︶
に
収
載
︒

※ 

菊
池
三さ

ん

渓け
い

︵
一
八
一
九
│

一
八
九
一
︶
は
漢
学
者
︒
幕
府
の
奥
儒
者
を
務
め
た
︒

維
新
後
は
警
視
庁
御
用
掛
を
務
め
る
も
︑
や
が
て
下
野
し
た
︒

ⓑ
21
年　

 

★
○
『
新
編
紫
史
』（
一
名
通
俗
源
氏
物
語
物
語
）
十
冊　

増
田
于
信　

誠
之
堂
書

店
︵
~
37
年
︶

＊
全
篇
を
文
語
体
の
通
俗
語
に
訳
す
︒

※ 

増
田
于ゆ

き

信の
ぶ

︵
一
八
六
二
│

一
九
三
二
？
︶
は
国
文
学
者
︒
宮
内
省
御
用
掛
な
ど
を

務
め
た
︒

ⓒ
26
年　

★
『
紫
史 

巻
三
』
川
合
次
郎　

仁
里
庵

＊
漢
訳
︒「
空
蝉
」（
3
）
の
み
確
認
可
能
︒

※
川
合
次
郎
は
未
詳
︒
伯
耆
国
出
身
か
︒

ⓓ
39
年　

▼
『
家
庭
新
詩 

源
氏
物
語
』
溝
口
白
羊　

岡
村
書
店
・
福
岡
書
店

＊
七
五
調
の
文
語
詩
に
よ
り
「
朝
顔
」（
20
）
ま
で
の
物
語
内
容
を
示
す
︒

※
溝み

ぞ

口ぐ
ち

白は
く

羊よ
う

︵
一
八
八
一
│

一
九
四
五
︶
は
詩
人
︑
小
説
家
︒

ⓔ
39
年　

▼
『
源
氏
物
語
梗
概
』
長
連
恒　

新
潮
社

＊
全
篇
の
梗
概
を
文
語
文
で
記
す
︒

※
長
連
恒
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
⑦
を
参
照
︒

ⓕ
44
年　

▼
○
『
源
氏
物
語
大
意
』
尾
上
登
良
子　

大
同
館

＊ 

文
語
文
に
よ
る
全
篇
の
梗
概
︒
頭
注
を
活
か
し
︑
原
文
の
調
子
を
の
こ
す
︒

﹁
附
録
﹂
と
し
て
﹁
山
路
の
露
﹂﹁
雲
隠
六
帖
﹂
を
も
収
載
す
る
︒
五
五
五
頁

に
お
よ
ぶ
大
著
︒

※ 

尾お

上の
え

登と

良ら

子こ

︵
一
八
七
六
│

一
九
五
七
︶
は
尾
上
八
郎
︵
一
節
の
前
掲
㊱
︶
の
妻
︒

ⓖ
45
年　

 

☆
︵
▼
︶『
新
訳
源
氏
物
語
』
四
冊
　
與
謝
野
晶
子　

金
尾
文
淵
堂
︵
~
大
正
2
年
︶

＊ 

全
篇
を
口
語
体
に
訳
す
︒
た
だ
し
︑
上
巻
の
巻
々
な
ど
は
抄
訳
︒
な
お
︑
大

正
3
年
に
縮
刷
の
四
冊
版
が
金
尾
文
淵
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
そ
の

後
も
出
版
社
を
か
え
て
た
び
た
び
出
版
さ
れ
る
︒

※
與
謝
野
晶
子
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉙
を
参
照
︒

 

大
　
正

ⓗ
3
年　

▼
『
ア
カ
ギ
叢
書 

源
氏
物
語
』
二
冊　

小
山
龍
之
輔　

赤
城
正
蔵

＊ 

全
篇
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
︒
た
だ
し
︑
後
半
︑
特
に
﹁
宇
治
十
帖
﹂

な
ど
簡
略
化
の
度
が
強
い
︒
な
お
︑
赤
城
正
蔵
の
ア
カ
ギ
叢
書
は
︑
文
庫
本

の
先
駆
け
と
な
っ
た
︒

※ 

小
山
龍り

ゆ
う

之の

輔す
け

︵
一
八
八
一
│

一
九
六
三
︶
は
日
本
大
学
︑
法
政
大
学
の
教
授
︒

ⓘ
3
年　

 
▼
『
新
訳
国
文
叢
書 

第
壱
編 

源
氏
物
語 

上
巻
』
坪
内
孝
︵
編
︶　

文
洋
社
書

店＊ 

「
須
磨
」（
12
）
ま
で
の
梗
概
︒
三
冊
本
の
予
定
で
あ
っ
た
か
︒
中
・
下
巻

は
確
認
で
き
ず
︒



『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・
梗
概
書
一
覧

（83）324

※
坪
内
孝
︵
生
没
年
未
詳
︶
は
京
城
高
等
女
学
校
校
長
を
務
め
た
︒

ⓙ
4
年　

 

▼
『
世
界
名
著
物
語 

第
十
二
編 

源
氏
物
語
』
窪
田
空
穂　

実
業
之
日
本
社

＊ 

全
篇
の
梗
概
︒「
四
十
一 

幻
」
ま
で
に
つ
い
て
は
各
巻
ご
と
に
分
け
て
記
さ

れ
る
が
︑
最
後
は
︑「
四
十
二 

雲
隠
よ
り
夢
浮
橋
ま
で
」︵
十
七
頁
分
︶
と
し

て
一
括
さ
れ
る
︒

※ 

窪
田
空う

つ

穂ぼ

︹
本
名 

通
治
︺︵
一
八
七
七
│

一
九
六
七
︶
は
歌
人
︑
国
文
学
者
︒

雑
誌
記
者
︑
編
集
者
な
ど
を
経
て
︑
の
ち
早
稲
田
大
学
教
授
︒

ⓚ
7
年　

☆
︵
▼
︶『
源
氏
物
語
情
話
』
吉
井
勇　

新
潮
社

＊ 

抄
訳
本
と
い
え
る
が
︑
梗
概
書
の
性
格
も
有
す
る
と
い
う
べ
き
か
︒
装
幀
は

竹
久
夢
二
︒
な
お
︑
同
じ
内
容
の
補
訂
版
が
︑
昭
和
27
年
に
『
源
氏
物

語 

現
代
語
縮
訳
版
』
と
し
て
︑
ま
た
平
成
23
年
に
は
『
吉
井
勇
訳 

源
氏
物

語
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒

※
吉
井
勇
︵
一
八
八
六
│

一
九
六
〇
︶
は
歌
人
︑
劇
作
家
︑
作
家
︒

⃝

ℓ
11
年　

 

▼
『
世
界
名
著
梗
概
叢
書 

源
氏
物
語
』
三
冊　

文
献
書
院
編
輯
部
代
表
者
太

宰
衛
門　

文
献
書
院
︵
~
12
年
︶

＊ 

全
巻
の
梗
概
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
︒な
お
︑未
見
な
が
ら
同
じ
く
﹁
太

宰
衛
門
﹂
の
名
で
︑
三
星
社
︵
大
正
13
年
︶︑
有
宏
社
︵
大
正
15
年
︶︑
松
栄
館

出
版
部
︵
昭
和
3
年
︶︑
さ
ら
に
文
開
堂
︵
昭
和
4
年
︶
よ
り
︑『
新
訳 

源
氏
物

語
』
と
し
て
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
梗
概
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ

る
︒
ま
た
︑
櫻
園
書
院
編
輯
部
の
著
作
と
し
て
櫻
園
書
院
か
ら
昭
和
5
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
新
訳 

源
氏
物
語
』
は
︑
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑

三
冊
が
一
冊
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
︑
こ
の⃝

ℓ
と
中
身
は
ま
っ
た
く
同
一

と
認
め
ら
れ
る
︵
こ
の
一
覧
で
は
立
項
し
な
か
っ
た
︶︒
ま
た
︑
次
に
掲
げ
る
ⓜ

島
田
退
蔵
『
縮
訳 

源
氏
も
の
が
た
り
』
も
︑
中
身
は
ほ
と
ん
ど
同
一
と
い

え
る
︒

※ 

太
宰
衛
門
は
未
詳
︒
文
献
書
院
編
輯
部
の
一
員
か
︒
ま
た
︑
こ
の⃝

ℓ
の
実
質

的
な
著
作
者
は
島
田
退
蔵
か
︵
次
に
掲
げ
る
ⓜ
を
参
照
︶︒

ⓜ
12
年　

▼
『
縮
訳 

源
氏
も
の
が
た
り
』
島
田
退
蔵　

文
献
書
院

＊
大
正
11
年
の⃝

ℓ
『
世
界
名
著
梗
概
叢
書
』
三
冊
本
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど
そ
の

ま
ま
流
用
︒
た
だ
し
︑
わ
ず
か
に
文
言
の
補
訂
も
み
ら
れ
る
︒
な
お
︑
冒
頭
に

吉
澤
義
則
の
﹁
序
﹂︑
つ
づ
い
て
年
表
・
系
図
を
加
え
て
い
る
︒

※
島
田
退
蔵
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉒
を
参
照
︒

ⓝ
13
年　

 

☆
○
『
全
訳
王
朝
文
学
叢
書 

源
氏
物
語
』
六
冊　

吉
澤
義
則
ほ　

　

か
計
十
名
程
度

︵
巻
に
よ
り
若
干
異
な
る
︶　

王
朝
文
学
叢
書
刊
行
会
︵
文
献
書
院
内
︶︵
~
昭
和
2
年
︶

＊ 

全
訳
に
簡
略
な
頭
注
を
付
す
︒
六
分
冊
の
刊
行
順
は
︑
五
↓
六
↓
一
↓
三
↓

四
↓
二
と
変
則
的
で
あ
っ
て
︑﹁
宇
治
十
帖
﹂
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
︒
吉
澤

以
外
の
﹁
訳
者
﹂
は
︑
加
藤
順
三
・
春
日
政
治
・
吉
川
理
吉
・
能
勢
朝
次
・

有
川
武
彦
・
木
枝
増
一
・
宮
田
和
一
郎
・
島
田
退
蔵
・
鈴
鹿
三
七
︵
一
冊
目
︶︒

担
当
箇
所
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
︒

※
吉
澤
義
則
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉒
を
参
照
︒

ⓞ
15
年　

☆
︵
▼
︶『
全
訳 

源
氏
物
語 

上
巻
』
鈴
木
正
彦　

第
百
書
房

＊ 

「
夕
霧
」（
39
）
の
途
中
ま
で
の
訳
書
︒
末
尾
に
﹁︵
以
下
下
巻
︶﹂
と
記
し
て

い
る
が
︑
下
巻
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
模
様
︒
計
四
〇
三
頁
︒

※ 

鈴
木
正
彦
は
未
詳
︒
な
お
︑﹁
訳
者
序
言
﹂
で
は
︑
第
百
書
房
を
経
営
す
る

高
島
政
衛
の
友
人
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
︒

 

昭
和
前
期

ⓟ
2
年　

☆
︵
▼
︶『
全
訳 

源
氏
物
語
』
鈴
木
正
彦　

内
外
出
版
協
会

＊ 

「
蜻
蛉
」（
52
）
の
途
中
ま
で
の
訳
書
︒
未
完
で
あ
る
が
︑
末
尾
に
は
﹁︵
完
︶﹂

と
記
す
︒﹁
夕
霧
﹂
巻
の
途
中
ま
で
は
︑
大
正
15
年
の
ⓞ
『
全
訳 

源
氏
物
語
』

を
そ
の
ま
ま
取
り
込
む
︒
計
七
〇
二
頁
︒
の
ち
昭
和
6
年
に
は
︑
山
口
愛
川

『
新
訳 

源
氏
物
語
』︵
カ
オ
リ
社
︶
と
し
て
同
内
容
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
る
︒

※
鈴
木
正
彦
は
前
掲
ⓞ
を
参
照
︒

ⓠ
2
年　

 

☆
︵
▼
︶『
万
有
文
庫 

源
氏
物
語
』
二
冊　

和
田
萬
吉
︵
監
修
︶・
河
原
萬
吉
︵
翻

訳
代
表
者
︶　

万
有
文
庫
刊
行
会
︵
上
︶・
潮
文
閣
︵
下
︶︵
~
3
年
︶

＊ 
全
訳
と
い
う
よ
り
︑
詳
細
な
梗
概
書
と
い
う
べ
き
か
︒
な
お
︑
巻
ご
と
の
見

出
し
も
区
切
り
も
何
ら
設
け
ら
れ
て
い
な
い
︒

※ 

和
田
萬
吉
︵
一
八
六
五
│

一
九
三
四
︶
は
国
文
学
者
︑
書
誌
学
者
で
東
京
帝
国
大

学
教
授
︒
河
原
萬
吉
︵
一
八
九
六
│

一
九
八
一
︶
は
翻
訳
家
︑
書
誌
学
者
︒
新
光
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社
︑
の
ち
万
有
文
庫
刊
行
会
に
勤
務
し
︑
翻
訳
を
手
が
け
る
︒
一
時
期
︑
北

京
師
範
大
学
教
授
と
な
る
︒

ⓡ
3
年　

☆
○
『
逐
語
全
訳 

源
氏
物
語
』
六
冊　

吉
澤
義
則　

文
献
書
院

＊ 
全
訳
︒
大
正
13
~
昭
和
2
年
の
ⓝ
『
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
』
を
そ
の
ま
ま
流

用
︒
し
か
し
︑
奥
付
の
﹁
著
作
者
﹂
は
吉
澤
一
人
と
な
り
︑
他
の
担
当
者
名

が
消
え
て
い
る
︒

※
吉
澤
義
則
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉒
を
参
照
︒

ⓢ
4
年　

 

☆
『
昭
和
口
訳 
源
氏
物
語
』
和
田
萬
吉
︵
監
修
︶・
長
柄
忠
子
︵
訳
︶　

玉
文
社

＊ 

全
訳
︒
九
五
〇
頁
を
超
え
る
大
冊
︒
の
ち
昭
和
6
年
に
は
︑
同
じ
書
名
の
ま

ま
精
文
堂
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
る
︒

※ 

和
田
萬
吉
は
前
掲
ⓠ
を
参
照
︒
長
柄
忠
子
は
未
詳
︒
短
篇
小
説
集
﹃
海
の
歌
﹄

を
昭
和
3
年
に
出
し
て
い
る
︒
同
書
で
は
︑﹁
序
﹂
に
次
い
で
﹁
田
山
花
袋

先
生
へ
﹂
と
い
う
短
い
文
章
を
載
せ
て
い
る
︒

ⓣ
10
年　

 

☆
︵
▼
︶『
物
語
日
本
文
学 

源
氏
物
語
』
二
冊　

藤
村
作
︵
訳
者
代
表
︶　

至
文

堂
︵
~
11
年
︶

＊ 

全
巻
の
﹁
精
髄
を
要
約
﹂︵
例
言
︶
す
る
訳
書
で
あ
り
︑
梗
概
書
に
近
い
︒﹁
共

訳
者
﹂
と
し
て
︑
藤
村
を
筆
頭
に
︑
志
田
義
秀
・
武
田
祐
吉
・
島
津
久
基
・

久
松
潜
一
・
池
田
亀
鑑
・
能
勢
朝
次
・
平
林
治
徳
の
八
名
が
並
ぶ
︒

※
藤
村
作
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㊱
を
参
照
︒

ⓤ
11
年　

 

☆
○
『
現
代
語
訳
国
文
学
全
集 

源
氏
物
語
』
三
冊　

窪
田
空
穂
・
與
謝
野
晶

子
︵
訳
︶　

非
凡
閣
︵
~
13
年
︶

＊ 

全
訳
︒
上
・
下
巻
が
窪
田
空
穂
︑
中
巻
が
與
謝
野
晶
子
の
担
当
︒
窪
田
空
穂

担
当
の
方
で
は
各
巻
末
に
注
が
あ
り
︑
作
中
和
歌
に
つ
い
て
は
原
文
だ
け
で

な
く
そ
の
訳
も
載
せ
て
い
る
︒
一
方
︑
與
謝
野
晶
子
担
当
の
方
で
は
巻
末
の

注
も
作
中
和
歌
の
訳
も
な
い
︒

※ 

窪
田
空
穂
は
前
掲
ⓙ
を
参
照
︒
與
謝
野
晶
子
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉙
を
参
照
︒

ⓥ
13
年　

 

☆
『
新
々
訳 

源
氏
物
語
』
六
冊　

與
謝
野
晶
子　

金
尾
文
淵
堂
︵
~
14
年
︶

＊ 

全
訳
︒
特
に
戦
後
︑
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
社
か
ら
く
り
か
え
し
刊
行
さ
れ
て
い

る
︒

※
與
謝
野
晶
子
は
本
稿
一
節
︑
前
掲
㉙
を
参
照
︒

ⓦ
14
年　

 

☆
『
潤
一
郎
訳 

源
氏
物
語
』
二
六
冊　

谷
崎
潤
一
郎　

中
央
公
論
社
︵
~
16
年
︶

＊ 

全
訳
︒
戦
後
︑
一
九
五
〇
年
代
の
新
訳
︑
一
九
六
〇
年
代
の
新
々
訳
が
い
ず

れ
も
同
じ
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
蔵
版
︑
普
及

版
な
ど
も
出
さ
れ
た
︒

※ 

谷
崎
潤
一
郎
︵
一
八
八
六
│

一
九
六
五
︶
は
明
治
末
か
ら
活
躍
を
つ
づ
け
た
小
説

家
︒

ⓧ
14
年　

 

☆
○
『
現
代
語
訳 

源
氏
物
語
』︿
改
造
文
庫
﹀　

窪
田
空
穂　

改
造
社
︵
~
18
年
︶

＊ 

「
柏
木
」（
36
）
ま
で
の
全
訳
︒
昭
和
11
年
刊
行
の
『
現
代
語
訳
国
文
学
全

集 

源
氏
物
語
』
上
巻
と
比
較
し
て
み
る
と
︑
ほ
ぼ
同
じ
訳
文
な
が
ら
多
少

の
補
訂
が
あ
る
︒
一
方
︑
巻
末
の
注
と
作
中
和
歌
の
訳
は
削
ら
れ
て
い
る
︒

※
窪
田
空
穂
は
前
掲
ⓙ
を
参
照
︒

三
　
ま
と
め

　

近
代
に
お
け
る
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・
梗
概
書
な
ど
の
展
開
に
つ
い

て
は
︑
以
上
の
一
覧
か
ら
︑
次
の
よ
う
な
二
つ
の
お
お
ま
か
な
流
れ
が
と
ら
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
︒
す
な
わ
ち
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
注
釈
書
が
ほ
と
ん
ど
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
明
治
期
︵
そ

れ
は
陣
野
﹇
二
〇
二
一
﹈
で
述
べ
た
よ
う
に
文
学
史
の
時
代
と
も
い
え
る
︶
か
ら
︑
注
釈
書
の
時
代

︵
昭
和
12
年
ご
ろ
ま
で
︶︑
さ
ら
に
論
文
・
批
評
の
時
代
︵
昭
和
10
年
代
︶
へ
の
流
れ
が
あ
り
︑

も
う
ひ
と
つ
に
は
︑
梗
概
本
の
時
代
︵
大
正
期
︶
か
ら
現
代
語
訳
の
時
代
︵
昭
和
前
期
︶
へ

の
流
れ
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
近
代
以
降
の
﹃
萬
葉
集
﹄
注
釈
書
の
型
式
に
つ
い
て
︑
小
松
﹇
二
〇
二
二
﹈
で

は
︑﹁
一
九
二
〇
年
代
︵
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
︶
に
︑
江
戸
和
学
の
萬
葉
集
注
釈
書
に
は
な

い
︿
評
釈
﹀
を
加
え
た
〈
本
文
・
語
釈
・
現
代
語
訳
・
評
釈
〉
と
い
う
﹁
形
式
﹂
の
注
釈

書
が
登
場
す
る
﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
あ
わ
せ
て
︑︿
評
釈
﹀
が
﹁
時
代
の
思
潮
の
影

響
を
受
け
や
す
い
﹂
と
い
う
問
題
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
﹃
源
氏

物
語
﹄
の
注
釈
書
の
場
合
は
︑
長
篇
物
語
な
る
が
ゆ
え
と
い
う
べ
き
か
︑
注
釈
す
ら
皆
無

の
も
の
が
昭
和
前
期
ま
で
散
見
さ
れ
る
こ
と
︑
ま
た
注
記
︵
語
釈
︶
は
あ
っ
て
も
評
釈
を

一
切
有
し
な
い
本
が
か
な
り
多
い
こ
と
な
ど
が
留
意
さ
れ
る
︒
要
は
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
の
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注
釈
書
に
お
い
て
は
︑
今
日
に
至
る
ま
で
き
っ
ち
り
と
し
た
﹁
形
式
﹂
が
定
ま
っ
て
い
な

い
と
も
い
い
う
る
だ
ろ
う
︒

　

一
方
で
︑
注
釈
書
に
載
る
現
代
語
訳
︵
通
釈
︶
と
現
代
語
の
訳
書
︑
ま
た
抄
出
の
注
釈

書
と
梗
概
書
的
な
縮
訳
︵
あ
る
い
は
詳
細
な
梗
概
書
︶
の
よ
う
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
重
な
り
も

み
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
特
に
留
意
す
べ
き
画
期
的
な
注
釈
書
の
こ
と
︑
さ
ら
に
こ
の
一
覧
に

示
し
た
書
籍
群
と
昭
和
前
期
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
対
す
る
評
価
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
は
︑
陣
野
﹇
二
〇
二
二
﹈
で
論
じ
て
い
る
の
で
︑
適
宜
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
冀
う
︒

参
考
文
献

秋
山　
　

虔
﹇
一
九
八
三
﹈﹁
大
正
期
の
源
氏
物
語
研
究
﹂﹃
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
│

一
〇

阿
部
秋
生
・
岡
一
男
・
山
岸
徳
平
︵
編
著
︶﹇
一
九
六
一
﹈﹃
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
4 

源
氏
物

語 

下
﹄
三
省
堂

岡
部
明
日
香
﹇
二
〇
〇
五
﹈﹁
源
氏
物
語
の
漢
訳
受
容
を
め
ぐ
っ
て
│
│
明
治
時
代
を
中
心
に
│
│
﹂

﹃
教
養
と
し
て
の
古
典
│
│
過
去
・
現
在
・
未
来
│
│
第
28
回 

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
﹄

人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研
究
資
料
館

小
川　

陽
子
﹇
二
〇
一
七
﹈﹁
江
戸
か
ら
明
治
へ
│
│
継
承
と
変
革
│
│
﹂
助
川
幸
逸
郎
・
立
石
和
弘
・

土
方
洋
一
・
松
岡
智
之
︵
編
︶﹃
新
時
代
の
源
氏
学
10 

メ
デ
ィ
ア
・
文
化
の
階
級
闘
争
﹄
竹
林
舎

河
添　

房
江
﹇
二
〇
一
八
﹈﹃
源
氏
物
語
越
境
論
│
│
唐
物
表
象
と
物
語
享
受
の
諸
相
﹄
岩
波
書
店

神
野
藤
昭
夫
﹇
一
九
八
三
﹈﹁
戦
前
の
源
氏
物
語
研
究
﹂﹃
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
│

一
〇

神
野
藤
昭
夫
﹇
二
〇
二
二
﹈﹃
よ
み
が
え
る
与
謝
野
晶
子
の
源
氏
物
語
﹄
花
鳥
社

小
松　

靖
彦
﹇
二
〇
二
二
﹈﹁
近
代
的
︿
注
釈
﹀
と
は
何
か
﹂﹃
文
学
・
語
学
﹄
二
三
六
︑
全
国
大
学
国

語
国
文
学
会

佐
藤　

由
佳
﹇
二
〇
二
〇
﹈﹃
源
氏
物
語 

現
代
語
訳
書
誌
集
成
﹄
新
典
社

重
松　

信
弘
﹇
一
九
三
七
﹈﹃
源
氏
物
語
研
究
史
﹄
刀
工
書
院

陣
野　

英
則
﹇
二
〇
二
一
﹈﹃
近
代
﹁
国
文
学
﹂
の
肖
像 

第
2
巻 

藤
岡
作
太
郎　
﹁
文
明
史
﹂
の
構
想
﹄

岩
波
書
店

陣
野　

英
則
﹇
二
〇
二
二
﹈﹁
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
│
│
注
釈
書
・
現
代
語
訳
・

梗
概
書
│
│
﹂﹃
文
学
・
語
学
﹄
二
三
六　

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

立
石　

和
弘
﹇
二
〇
〇
五
﹈﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
の
現
代
語
訳
﹂
立
石
和
弘
・
安
藤
徹
︵
編
︶﹃
源
氏
文
化

の
時
空
﹄
Ⅱ
│

第
1
章　

森
話
社

立
石　

和
弘
﹇
二
〇
一
七
﹈﹁
源
氏
文
化
年
譜
│
│
明
治
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
│
│
﹂
助
川
幸
逸
郎
・

立
石
和
弘
・
土
方
洋
一
・
松
岡
智
之
︵
編
︶﹃
新
時
代
の
源
氏
学
10 

メ
デ
ィ
ア
・
文
化
の
階
級
闘

争
﹄
竹
林
舎

田
渕
句
美
子
﹇
二
〇
二
一
﹈﹃
近
代
﹁
国
文
学
﹂
の
肖
像 

第
3
巻 

窪
田
空
穂　
﹁
評
釈
﹂
の
可
能
性
﹄

岩
波
書
店

藤
田
徳
太
郎
﹇
一
九
三
二
﹈﹃
源
氏
物
語
研
究
書
目
要
覧
﹄
六
文
館

前
田　

雅
之
﹇
二
〇
一
六
﹈﹁﹁
国
文
学
﹂
の
明
治
二
十
三
年
│
│
国
学
・
国
文
学
・
井
上
毅
﹂
前
田
雅

之
・
青
山
英
正
・
上
原
麻
有
子
︵
編
︶﹃
幕
末
明
治 

移
行
期
の
思
想
と
文
化
﹄
勉
誠
出
版

三
谷　

邦
明
﹇
一
九
八
三
﹈﹁
明
治
期
の
源
氏
物
語
研
究
﹂﹃
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
│

一
〇

ロ
ー
リ
ー
︑
ゲ
イ
﹇
二
〇
〇
四
﹈﹁
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
カ
ノ
ン
形
成
﹂﹃
日
本
近
代
文
学
﹄

七
一　

日
本
近
代
文
学
会
︿
保
田
祥
・
緑
川
真
知
子 

訳
﹀

ロ
ー
リ
ー
︑
ゲ
イ
﹇
二
〇
〇
七
﹈﹁
明
治
・
大
正
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
│
│
﹃
新
訳
源
氏
物
語
﹄
の
誕
生

を
め
ぐ
っ
て
│
│
﹂
伊
井
春
樹
︵
監
修
︶・
千
葉
俊
二
︵
編
︶﹃
講
座 

源
氏
物
語
研
究 

第
六

巻 

近
代
文
学
に
お
け
る
源
氏
物
語
﹄
お
う
ふ
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
﹃
海
外
平
安
文
学
情
報
﹄︵
研
究
代
表 

伊
藤
鉄
也
︶﹁
現
代
語
訳
﹃
源
氏
物
語
﹄
年
表
﹂

︵https://genjiito.org/genji_infom
ation/m

odern_language_genji/

︶

【
付
記
】　
﹁
は
じ
め
に
﹂
に
示
し
た
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
さ
れ
た
渡
邉

卓
氏
︑
登
壇
者
の
浅
田
徹
・
石
川
則
夫
・
小
松
靖
彦
の
各
氏
よ
り
多
く
の
教
示
を
得
た
︒
記
し

て
謝
意
を
表
す
︒
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An Overview of Commentaries, Modern Translations, and Digests of The Tale of Genji: 
From the Meiji Period to the Beginning of the Shōwa Period

Hidenori JINNO

　These research notes present an overview of and, to the extent possible, highlight particular commentaries, 
modern-language translations, and digests of The Tale of Genji published from the Meiji period to the beginning 
of the Shōwa period. An overview like that has, of course, been created before now; however, an overview con-
taining information as to how many annotations are appended or what kind of characteristics distinguishes each 
commentary, translation, or digest has never been produced. Furthermore, there is no resource that concisely veri-
fies whether or not a modern-language translation or digest was published alongside the original text or with 
footnotes. Regarding the modern reception of The Tale of Genji, a number of prominent authors and poets assert 
that research on Genji’s modern translations is at its peak; however, this may not be the case when the current 
state of the field suggests that we cannot easily ascertain why most of the vast number of commentaries, modern-
language translations, and digests concerning The Tale of Genji simply receive no attention, or even distinguish 
what type of books these are in the first place. The present research notes compile the main points of each text, 
including information about the verified contents, qualities and distinctive characteristics, and annotator/transla-
tor, while also summarizing the texts in a consolidated review.

Abstract


